
プレスリリース

平成１１年度
民有林における林業機械保有状況調査の概要について（速報値）

平成１２年５月１１日

林野庁技術開発推進室

林業機械の普及に資するため、毎年度、民有林の林業機械の保有台数について調査し

ている。平成１１年度（平成１２年３月末現在）の保有状況（速報値）は以下のとおり
である。

高性能林業機械の保有状況

（１） 平成１１年度の保有台数は、前年度の１，９６１台から１４３台増加して、
２，１０４台（対前年度比１０７％）となった。前年度まで６年連続で２００

台以上の増加を示していた（平成１０年度は２３４台増加、対前年度比１１
４％）が、平成１１年度は伸びが鈍化する見込み。

（２） 機種別の保有台数は、プロセッサが最も多く８１４台で全体の３９％を占め
ている。

また、増加率ではフォワーダ（対前年度比１１３％）がもっとも高くなって
いるほか、スキッダ（１０９％ 、プロセッサ（１０８％）も順調な伸びを示し）

ている。
プロセッサは造材を行う機械であり、路面上や土場において、材の枝払い、

測尺、玉切りを効率的に行うことができるため、もっとも導入台数が多くなっ

ている。
フォワーダは作業道もしくは林地上の造材された短幹材を林道端の土場まで

積載集材する車両系機械であり、間伐や小規模伐採における省力化に有効なた

め、増加率が高くなっている。
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